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お問い合わせ先：教育委員会 社会教育係　電話：5-1117　告知端末機：５-8817　　幌延町生涯学習センター　 電話・告知端末機：5-1321

●日　時　令和７年１月５日（日）　午後１時３０分～
●会　場　国際交流施設　多目的ホール
【対象となる方】
①　平成１６年４月２日～平成１７年４月１日生まれの
方で、町内に在住している方。
②　上記期間中に生まれ、町内中学校の卒業生で、
保護者が町内に在住している方。

対象者一覧
№ 地　区 氏　　名 № 地　区 氏　　名
1 １　条 H

ニ ン

NIN M
ミ ャ ッ

YAT M
ミ ャ ッ

YAT W
ウ ィ ー

AI 10

宮園町

若　杉　翔　也
2

４　条
橋　本　翔　太 11 金　田　陵　希

3 梶　浦　陽　菜 12 柳　沼　夢　奈
4

幌　延
村　上　瞬之介 13 白　田　小　葉

5 渡　部　姫　依 14 山　口　白　蓮
6 早　坂　七　海 15 門　田　翔　真
7 元　町 良　本　音　々 16 門　田　悠　真
8 東　町 加　藤　睦　丈 17 上幌延 植　村　祐　希
9 開　進 E

エ フ ィ

VI S
シ テ ィ

ITI N
ヌ ル ジ ャ ナ

URJANAH 18 問寒別 遠　藤　芽　衣

令和 7 年　令和 7 年　二十歳の集い二十歳の集い

【成年年齢について】
　民法改正により、令和４年４月以降、成年年
齢が20歳から18歳に引き下げとなりましたが、
本町の記念行事の対象年齢は、20歳（学齢期）と
します。


